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連結財務ハイライト

株主の皆様へ To Our Shareholders

　新型コロナウイルス感染症のパンデミックによ
り、今年度予定されていた東京オリンピック・パ
ラリンピックは、2021年度に延期されてしまいま
したが、前回の1964年の東京オリンピック後の
高度成長期に建設された社会資本ストックは、現
在更新期を迎えつつあり、当社グループも東海道
新幹線の枕木交換事業、高速道路の大規模更新
事業など生活を支えるインフラストラクチャーの
更新や長寿命化に取り組んでおります。当期間中
は中国自動車道赤山橋他4橋床版取替工事や阪
神高速道路のPC桁等大規模修繕工事を受注し、
設計や施工に真摯に取り組んでおります。
　また、当社グループは13大学、6機関と既存構
造物の強化や補修に関する共同研究を長年にわ
たり続けてまいりました。この研究はコンクリート
の劣化防止や既存構造物の基礎強化、上下水道
の更新や劣化防止などライフラインの強靭化に
貢献するとともに、グループ内の工学博士や専門
技術者の育成に寄与しております。

　当社グループは、持続的な成長及び働き方改
革に取り組むため、生産性向上が不可欠と判断し、
4年前より各工場の生産設備の拡充に努めてまい
りました。また、社員のワークライフバランスの実
現に向け、長時間労働を抑制し、ゆとりある休暇
の取得に取り組んでまいりました。

　今後とも、より多くの株主の皆様のご期待にお
応えできるよう、技術開発や働き方改革を積極的
に推進してまいりますので、引き続きのご指導、ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
� 令和2年6月

　当期受注高は、期中に予定していた大型案件の
契約が翌期へずれ込む等、32,699百万円と前年
同期（36,032百万円）から9.3%減少し、第18期
期末の手持高が48,325百万円と前年同期
（50,744百万円）を4.8%下回りました。一方売上
高は、前年から繰り越した大型工事の進捗率が伸
び、34,775百万円と前年同期（27,333百万円）
から27.2%と大幅に増加しております。同じく営
業利益は2,158百万円と前年同期（1,386百万
円）から55.7%増加、経常利益は2,097百万円と
前年同期（1,415百万円）から48.2%の増加、親
会社株主に帰属する当期純利益も1,348百万円
と前年同期（741百万円）の一時的な減少から
81.9%と大幅に増加し、持続可能な成長過程へ
復活した結果となりました。

　本年2月のダイヤモンド・プリンセス号の集団
感染から、同月25日に発表された厚生労働省の
「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」を
ベースに、3月に当社グループの「新型コロナウイ
ルス対策方針」を制定いたしました。これをもとに
グループを各地域別に分けて対策本部を設置し、
連絡体制の構築・部門閉鎖に備えた対応を図る
とともに、内勤・工事現場や工場などの職場環境
に合わせた「新型コロナウイルス対策マニュアル」
を策定し、テレワーク、時差出勤、勤務ローテー
ション等の導入を推進し、グループ全社員にマス
クを配布する等感染症予防に努めてまいりました。

代表取締役社長

　株主の皆様には平素より格別
のご高配を賜り、有難く厚く御礼
申し上げます。
　さて、当社第18期の連結決算

（2019年4月1日から2020年3
月31日まで）が終了しましたの
で、当社グループの業績及び事
業活動の概況をご報告させてい
ただきます。

当社グループの売上高、
当期純利益は過去最高となりました。

インフラストラクチャーの強靭化と
長寿命化への取り組み

新型コロナウイルス対策

生産性向上と働き方改革への取り組み



　宮城県石巻市における災害復旧工事
です。軟弱地盤という施工条件や慢性
的な高力ボルト不足等の課題もありま
したが工程を遅延させることなく令和
元年10月に無事故無災害で完成しま
した。

　熊本地震にて落橋した府領第一橋と同構
造橋梁（＝ロッキング橋脚を有する橋梁）4
橋についての耐震補強工事です。大規模地
震の発生に備え、高速道路や国道では耐震
補強工事を加速させており、速やかな工事
の運営を要求される中、期待に応えた施工
を行いました。

　橋梁全体をリニューアルする工事です。床版のアルカ
リ骨材反応及び塩害による複合劣化に対し、リハビリカプ
セルと呼ばれる小容量の施工装置を用いて亜硝酸リチウ
ムを注入する当社独自の工法（K-LIP工法）です。床版な
ど部材厚の小さい構造物にも適用可能であり、特に施工
規模が小さい場合において合理的かつ経済的に施工を
することができます。

　高崎～金沢間で開通済み
の北陸新幹線は、金沢～敦賀
間125kmで延伸工事を行なっ
ています。2023年春の開業
に向け、急ピッチで建設が進
む同区間における第2中ノ江
橋りょうの施工中の様子です。

追波川外河川災害復旧工事
〈宮城県 石巻市〉

宮崎高速道路事務所管内橋梁耐震補強工事
〈宮崎県 小林市ほか〉

檀ノ浦2号橋橋梁補修工事 〈香川県 高松市〉

第2中ノ江橋りょう 〈石川県 小松市、能美市〉
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表紙写真について

Corporate�Social�Responsibility

「人と人」「技術と技術」の橋渡し
　当社グループはパブリックカンパニーとして地域に根差した活動を大切にしています。
　地元園児の橋面お絵描き大会から高校生・大学生を対象とした見学会や体験学習まで、様々
なイベントを通じて地域への関心・建設業への興味を深めてもらえるよう日々活動しています。

北 島 橋りょう 〈石川県 白山市〉 極東興和株式会社

船 穂 高 架 橋 〈岡山県 倉敷市〉 極東興和株式会社

楊梅山高架橋〈大阪府 高槻市〉

　本工事は、新名神高速道路の高槻JCT・
ICの西側に位置し、上下線ともに橋長1,100�
mを超える高架橋です。幅員の変化に伴い
橋桁の形状が変化する複雑な構造となって
います。

将来この中から建設業の新たな担い手が生まれることを期待しています。

公共事業への担い手の確保及び教育支援の一環として地元の高校生を対象に
見学会を開催しました。
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●連結貸借対照表
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連 結 財 務 諸 表



極東興和株式会社
本社所在地／広島市
事 業 内 容／PC構造物の設計・施工

PC及びRC製品の設計・製造・販売等
コンクリート構造物の診断・補修・補強等

東日本コンクリート株式会社
本社所在地／仙台市
事 業 内 容／PC構造物の設計・施工

PC及びRC製品の設計・製造・販売等
コンクリート構造物の診断・補修・補強等

キョクトウ高宮株式会社
本社所在地／広島市
事 業 内 容／PC製品及びコンクリート二次製品の設計・製造・

販売・施工等

ケイ・エヌ情報システム株式会社
本社所在地／広島市
事 業 内 容／ソフトウェアの設計・開発及び販売等

豊工業株式会社
本社所在地／大分市
事 業 内 容／PC及びコンクリート二次製品の製造・販売等

株式会社
ビーアール

ホールディングス

（2020年3月31日現在）グループの概況

商 号 株式会社�ビーアールホールディングス
Br.Holdings�Corporation

設 立 2002年9月27日
本 社 所 在 地 広島市東区光町二丁目6番31号
電 話 082-261-2860（代表）
資 本 金 3,017,041,000円
決 算 期 3月31日
従 業 員 数 15名（連結568名）

（2020年3月31日現在）会社概要 ○株主メモ
事 業 年 度 4月1日～翌年3月31日
期 末 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

中 間 配 当 金
受領株主確定日 9月30日

定時株主総会 毎年6月
株主名簿管理人
特 別 口 座 の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社�大阪証券代行部
〒541-8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
TEL�0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第1部）

公 告 の 方 法

電子公告により行う。
当社ホームページ（https://www.brhd.co.jp/
ja/ir/announce.html）にて掲載。
（�ただし、やむを得ない事由により電子公告によることがで
きない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。）

代表者及び役員
代表取締役社長 藤 田 公 康
常務取締役 石 井 一 生
常務取締役 山 根 隆 志
取締役 天 津 武 史
取締役 山 縣 　 修
取締役・常勤監査等委員 田 坂 昌 博
取締役・監査等委員（社外） 小 田 清 和
取締役・監査等委員（社外） 佐 上 芳 春

（2020年6月19日現在）

広島市東区光町二丁目6番31号　TEL�082-261-2860�FAX�082-261-2861
ホームページ　https://www.brhd.co.jp/　（IR情報を当社ホームページに掲載いたしておりますので、こちらからもご覧ください。）
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株式分布状況

［所有者別株式分布状況］

［地域別株式分布状況］

（2020年3月31日現在）

発 行 可 能 株 式 総 数 120,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 39,700,000株
株 主 数 29,201名

（注）持株比率は自己株式（995千株）を控除して計算しております。

（2020年3月31日現在）株式の状況

株主名 持株数（千株） 持株比率（%）
トウショウアセットマネジメント株式会社 4,000 10.33
藤田公康 2,175 5.62
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,013 5.20
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,947 5.03
BNYM�SA／NV�FOR�BNYM�FOR�BNY�GCM�CLIENT�ACCOUNTS�M�LSCB�RD 1,707 4.41
ビーアールグループ社員持株会 1,124 2.91
BNY�GCM�CLIENT�ACCOUNT�JPRD�AC�ISG�（FE－AC） 1,115 2.88
広成建設株式会社 988 2.55
ビーアールグループ取引先持株会広島支部 953 2.46
ビーアールグループ取引先持株会大阪支部 864 2.23

［大株主］�（上位10名）


